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東の空から徐々に明るくなりはじめ、太陽が顔
を出しました。（写真は昨年のご来光の瞬間）
皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。
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年頭のあいさつ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶よ

ろ
こ

び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
天
皇
が
御
即
位
さ
れ
、

元
号
も
「
令
和
」
と
な
り
、
そ
の
記

念
す
べ
き
年
に
合
併
の
象
徴
と
も
い

え
る
新
市
庁
舎
の
開
庁
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
と
と
も
に

心
を
新
た
に
し
、
市
民
満
足
度
の
高

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
歩
み
始
め

た
ま
さ
に
そ
の
矢
先
で
あ
り
ま
し
た
。

超
大
型
の
台
風
19
号
が
襲
来
し
、
当

市
も
含
め
東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
改
め
ま
し
て
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
12
日
午
後
９
時
50
分
の
千
曲

川
杭
瀬
下
水
位
観
測
所
の
水
位
は
、

氾
濫
危
険
水
位
の
５
㍍
を
１・
４
㍍

も
上
回
る
過
去
最
高
の
６・
４
㍍
に

達
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
か
ら
、
埴

生
・
屋
代
地
区
で
は
平
和
橋
と
千
曲

橋
の
間
の
霞か

す
み
て
い堤
部
分
か
ら
川
の
水
が

逆
流
し
約
２
２
０
㌶
が
浸
水
す
る
な

ど
、
市
内
各
所
で
住
宅
や
自
動
車
な

ど
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
罹り

さ

い災
証
明
書
の
被
害
判
定

で
は
半
壊
以
上
は
３
３
０
件
余
に
の

ぼ
り
、
商
工
業
や
農
業
に
も
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
す
な
ど
、
市
政
始
ま
っ

て
以
来
の
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
被
災
直
後
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
人
的
支

援
や
、
義
援
金
、
支
援
物
資
な
ど
が

全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
姉
妹
都
市

や
県
内
外
の
企
業
や
個
人
な
ど
、
心

温
ま
る
ご
厚
意
を
賜
り
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
千
曲
市
災
害
復
興
本
部

を
中
心
に
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
や
商
工
業
、

農
業
の
再
建
、
公
共
施
設
な
ど
の
復

旧
な
ど
千
曲
市
の
復
興
に
全
力
で
取

り
組
み
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
は

じ
め
千
曲
市
に
と
り
ま
し
て
、
実
り

多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

千曲市長

岡
お か だ

田 昭
あ き お

雄
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千曲市議会議長

荻
お ぎ わ ら

原 光
こ う た ろ う

太郎

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
市
議
会
に
対
し
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
５
月
、

令
和
に
改
元
と
な
り
、
新
た
な
時
代

の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
２

日
に
は
新
庁
舎
が
開
庁
し
、
合
併
後

の
大
型
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
10
月
の
台
風
19

号
に
よ
り
、
当
市
を
は
じ
め
県
内
外

の
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々

に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に

改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
復
旧
、
復
興
に
は
相
当
な
期

間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い

つ
何な

ん
ど
き時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然

災
害
に
対
し
て
は
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
普
段
か
ら
の
準
備
、
意
識
が
大

切
で
す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
千
曲
市
は
、
今
後
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
研け

ん
さ
ん鑽
を
重
ね
、
行
政
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
議
員
提
案
の
条
例
制
定
や
政
策

を
提
言
す
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
７
月
に
執

行
予
定
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で

は
、
定
数
が
２
減
の
20
人
と
な
り
ま

す
。「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
へ
の

対
応
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
議
会
の
活
性
化
に
向
け
て
、

議
会
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
協
議･

検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
日
頃
の
議
会
活

動
を
市
民
の
皆
様
に
細
や
か
に
情
報

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
や
、
市
民
の

皆
様
の
多
様
な
意
見
の
的
確
な
把
握

に
努
め
、
自
治
体
の
意
思
決
定
機
関

と
し
て
千
曲
市
の
発
展
の
た
め
、
一

層
、
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
各
位
の
格
別
な
ご
支
援
・
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や

か
で
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ニュース 
令和元年を振り返ります。昨年１年間にあった千曲市のできごとです。

ちくまハーコット推進協議会は、生食に適した品種のあ
んず「ハーコット」の中から糖度、重さなど一定の基準
を満たすものを『杏月』と命名。東京都内の百貨店や県
内の小売店で販売しました。

開館 25周年記念特別企画展「国宝土偶展」が県立歴史
館で開催されました。国宝指定の縄文土偶５体すべての
展示は、地方開催では初めてのことです。10 月 30 日
の「千曲市の日」には市民 711 人が来館しました。

公民連携事業で進めている雨宮産業
団地の造成工事が開始されました。
約 14 万 4000 平方メートルの開発
面積を５区画に分け、物流施設や工
場を建設する計画です。

長野県立歴史館で 「国宝土偶展」 開催

プレミアムあんず 「杏
き ょ う づ き

月」 販売開始

市役所でパスポート申請業務開始

小中学校の熱中症対策及び快適な学習環境の確保のため
に行なっていたエアコン設置工事が 10月末で完了。
すべての普通教室と理科室、美術室、被服室など計 214
教室に設置しました。

市内小中学校にエアコン設置

10月

雨宮産業団地造成開始

5月

市民サービス向上のため、
10 月１日から市役所で
パスポートの申請受付・
交付を開始しました。
これにより、千曲市に住
民登録がある人の受付窓
口が地域振興局から市役
所に変更となりました。

10月

6月

10月

▲

国
宝
土
偶「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」

　（
尖
石
縄
文
考
古
館
蔵
）

▲

造
成
イ
メ
ー
ジ
図

5　　市報千曲　令和２年 1 月

ニュース 10大
令和元年 千曲市

令和元年を振り返ります。昨年１年間にあった千曲市のできごとです。

10月

千曲市を拠点に活動するプロバスケットボールチーム
「信州ブレイブウォリアーズ」は、Ｂ２リーグ中地区を
48 勝 12 敗で制覇。プレーオフでは４連勝し、Ｂ２リー
グ初優勝を飾りました。

「越ちひろ展 ミライノ色 ミライノ光 －まちじゅうが美
術館」が８月から 10 月の３か月間にわたり市内各地で
開かれました。展覧会では、越さんと地元店舗が協力し
て創作した絵画など約 40 点の展示や越さんのライブペ
インティングやトークショーなども開催されました。

長野広域連合が屋代地区に整備するごみ焼却施設の建設
工事が開始されました。施設の建設費は約 92 億円で、
敷地面積は 2 万 8300 平方メートルです。
令和３年度の本格稼働を予定しています。

台風 19 号による大雨の影響で、千
曲川やその支流があふれ、市内各所
で浸水被害が発生。
特に埴生・屋代地区では、霞

かすみてい

堤に千
曲川の水が逆流し、初めて市街地に
流入、大きな被害が出ました。

台風 19 号により市内に甚大な被害

8月

完成した市役所新庁舎は、鉄骨造り５階建てで、市民利
用の多い窓口部門を低層階に配置したほか、ユニバーサ
ルデザインを採用しました。新庁舎へは分散型移転とな
り、８月５日から順次業務を開始しました。

市役所新庁舎開庁

ごみ焼却施設建設開始

信州ブレイブウォリアーズ

　　　　　　　　　Ｂ２リーグ初優勝

越ちひろ展 「まちじゅうが美術館」

市内各地で開催

5月

8月

9月

▲

施
設
外
観
イ
メ
ー
ジ
図
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台風 19 号災害に伴う掲示板
本ページに掲載されていない支援制度や相談窓口などは、本紙 11 月号、12 月
号及び市ホームページをご覧ください。

河
川
敷
内
の
都
市
公
園
の
復
旧
に
向
け
て

　
台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
河
川

敷
内
の
都
市
公
園
は
、
被
害
が
大
き

く
復
旧
費
用
が
莫
大
で
あ
る
た
め
、

国
の
補
助
を
受
け
て
災
害
復
旧
事
業

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■
被
災
し
た
河
川
敷
内
の
都
市
公
園

〇
雨
宮
緑
地
（
雨
宮
）

〇
千
曲
橋
緑
地
（
野
高
場
）

〇
平
和
橋
緑
地
（
中
）

〇
大
西
緑
地
公
園
（
上
徳
間
）　

〇
戸
倉
千
曲
川
緑
地
公
園
（
戸
倉
温

　
泉
）

〇
上
山
田
中
央
緑
地
（
萬
葉
の
里
ス

　
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
）（
上
山
田
）

＊
水
辺
の
楽
校
親
水
公
園
は
千
曲
川

　
河
川
事
務
所
と
協
議
中

■
災
害
復
旧
事
業
と
は

　「
災
害
復
旧
事
業
」
と
は
、
異
常

　
な
天
然
現
象
に
よ
り
被
災
し
た
施

　
設
を
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
を
目

　
的
と
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業
の
流
れ

①
災
害
発
生
・
災
害
報
告

　
被
災
箇
所
を
確
認
し
、
国
へ
の
災

　
害
報
告
を
し
ま
す
。

②
現
地
調
査
・
査
定
設
計
書
の
作
成
、

　
国
庫
補
助
申
請

　
災
害
復
旧
工
法
検
討
の
た
め
に
現

　
地
調
査
（
測
量
な
ど
）
を
行
な
い
、

　
被
害
の
規
模
、
災
害
原
因
を
特
定

　
し
、
査
定
設
計
書
（
図
面
、
積
算

　
書
な
ど
）
の
作
成
を
し
ま
す
。
こ

　
れ
ら
を
も
と
に
国
へ
の
申
請
を
行

　
な
い
ま
す
。

③
災
害
査
定

　
被
災
し
た
現
地
に
お
い
て
、
復
旧

　
工
法
の
妥
当
性
を
査
定
官
（
国
土

　
交
通
省
）、
立
会
官
（
財
務
省
）、

　
市
の
三
者
で
協
議
を
し
て
、
復
旧

　
費
（
災
害
査
定
決
定
額
）
を
決
め

　
ま
す
。

④
復
旧
工
事
の
発
注

　
災
害
査
定
に
よ
り
復
旧
工
法
と
復

　
旧
費
が
決
定
さ
れ
る
と
復
旧
工
事

　
の
発
注
準
備
、
入
札
、
契
約
手
続

　
き
が
行
な
わ
れ
、
施
工
業
者
が
決

　
定
し
ま
す
。

⑤
復
旧
工
事
の
着
手
・
完
了

　
設
計
図
書
に
基
づ
き
施
工
業
者
は

　
施
工
計
画
書
を
作
成
し
工
事
に
着

　
手
し
ま
す
。
復
旧
工
事
の
規
模
に

　
よ
っ
て
期
間
は
異
な
り
ま
す
が
、

　
着
工
か
ら
数
か
月
、
大
規
模
な
も

　
の
で
は
１
年
以
上
か
か
る
も
の
も

　
あ
り
ま
す
。

■
今
後
の
見
通
し

　
河
川
敷
内
の
都
市
公
園
に
お
け
る

　
災
害
査
定
は
１
月
中
旬
を
予
定
し

　
て
お
り
、
災
害
査
定
後
事
務
手
続

　
き
を
経
て
、
復
旧
工
事
の
発
注
を

　
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
河
川
敷
内
の
工
事
は
渇

　
水
期
（
11
月
～
５
月
）
で
の
施
工

　
が
原
則
で
あ
り
、
工
期
に
限
り
が

　
あ
る
こ
と
や
、
千
曲
川
河
川
事
務

　
所
に
よ
る
河
川
管
理
施
設
（
低
水

　
護
岸
な
ど
）
の
復
旧
工
事
と
の
調

　
整
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
現
段
階

　
で
の
復
旧
時
期
の
目
途
は
立
っ
て

　
い
ま
せ
ん
が
、
早
期
の
復
旧
に
努

　
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課
（

　
内
線
３
２
５
３
）

ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
復
旧
に
向
け
て

　
台
風
19
号
に
よ
り
被
災
し
た
ス

ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の
復
旧
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
復
旧
に
向
け
測
量
設
計
中
の
施
　

　 

設
〇
雨
宮
緑
地
全
施
設
（
雨
宮
）

〇
千
曲
橋
緑
地
全
施
設（
野
高
場
）

〇
平
和
橋
緑
地
全
施
設
（
中
）

〇
大
西
緑
地
全
施
設
（
上
徳
間
）

〇
戸
倉
千
曲
川
緑
地
全
施
設
（
戸

　
倉
温
泉
）

〇
萬
葉
の
里
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
全
　
　

　
施
設
（
上
山
田
中
央
緑
地
）

＊
す
べ
て
工
事
時
期
未
定

■
復
旧
に
向
け
測
量
設
計
準
備
中

　 

の
施
設

〇
千
本
柳
運
動
場
（
千
本
柳
）

＊
工
事
時
期
未
定

■
災
害
対
応
の
た
め
当
面
の
間
使 

　 

用
で
き
な
い
施
設

〇
戸
倉
体
育
館
Ａ
・
Ｂ
グ
ラ
ウ
ン

　
ド
（
磯
部
）

　
施
設
復
旧
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
振

　
興
課
（
戸
倉
体
育
館
内
、
℡
０

　
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

▲

戸
倉
千
曲
川
緑
地
公
園
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パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
手
数
料
の
免
除

　
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
、
一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

の
交
付
手
数
料
（
長
野
県
分
）
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

①
台
風
19
号
に
よ
り
、
令
和
元
年
10

　
月
12
日
時
点
で
有
効
な
一
般
旅
券

　（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
紛
失
ま
た
は

　
損
傷
し
た
こ
と
に
よ
り
、
長
野
県

　
内
で
新
た
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給

　
申
請
を
す
る
人

＊
申
請
日
時
点
で
有
効
期
間
が
満
了

　
し
て
い
る
も
の
も
含
み
ま
す

②
県
内
に
住
所
ま
た
は
居
所
が
あ
り
、

　
台
風
19
号
に
よ
り
、
罹り

さ
い災

証
明
書

　
を
受
け
て
い
る
こ
と

■
免
除
金
額
　
一
般
旅
券
手
数
料
（

　
長
野
県
分
）
２
０
０
０
円

＊
国
へ
納
め
る
手
数
料
は
免
除
さ
れ

　
ま
せ
ん

＊
す
で
に
新
規
旅
券
を
受
領
済
み
の

　
場
合
は
、
還
付
の
請
求
が
で
き
ま

　
す
。

■
受
付
窓
口
　

〇
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
　

　
市
民
課

〇
市
以
外
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

　
長
野
県
庁
国
際
課
（
℡
０
２
６

－
　

２
３
５

－

７
１
７
３
）
へ
問
い
合

　
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
３
月
31
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
（
内
線

　
１
２
０
２
）

「
千
曲
市
復
興
本
部
」
を
設
置

　
台
風
第
19
号
に
よ
る
災
害
は
、
当

市
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
一
刻
も
早
く
日
常
の
生
活
を
取

り
戻
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
災
害

に
強
い
千
曲
市
を
つ
く
る
た
め
、
11

月
13
日
、「
千
曲
市
災
害
対
策
本
部
」

を
「
千
曲
市
復
興
本
部
」
に
切
り
替

え
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
庁
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

所
得
税
確
定
申
告
の
事
前
申
告
相
談
会

の
開
催

■
日
時
　
１
月
23
日
（
木
）、
24
日

　（
金
）、
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会
場
　
旧
戸
倉
庁
舎

■
対
象
者
　
台
風
19
号
の
影
響
に
よ

　
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受

　
け
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
田
税
務
署
個

　
人
課
税
第
一
部
門
（
℡
０
２
６
８

　

－

２
２

－

１
２
３
４
）

　
復
旧
・
復
興
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、方
針
（
案
）

を
公
開
し
、
広
く
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

■
閲
覧
場
所
　
総
合
政
策
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き

　
ま
す
。

■
閲
覧
期
間
　
１
月
14
日
（
火
）
～

　
28
日
（
火
）

■
提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
に
あ
る
意

　
見
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
１
月
28

し
た
。

　
現
在
、「
令
和
元
年
台
風
第
19
号

災
害
　
千
曲
市
復
旧
・
復
興
計
画
策

定
方
針
（
仮
称
）」
を
作
成
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
策
定
方
針
に
沿
っ

た
「
千
曲
市
復
旧
・
復
興
計
画
（
仮

称
）」
を
策
定
し
、
迅
速
か
つ
着
実

に
復
旧・復
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
総
合
政
策
課
（

　
４
１
３
４
）

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
　
千
曲
市
復
旧

・

復
興
計
画
策
定
方
針
（
仮
称
）
の
意
見
を
募
集

　
日
（
火
）
ま
で
に
閲
覧
場
所
へ
提

　
出
す
る
か
、
郵
送
（
当
日
消
印
有

　
効
）、　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー

　
ル
（seisaku@

city.chikum
a.

　lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出

・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
合
政

　
策
課
（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１
　

　
千
曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、

　
内
線
４
１
３
４
、
FAX
０
２
６

－

２

　
７
３

－

８
７
８
７
）

千曲市災害義援金のお願い

■受付金融機関 ・口座番号

○八十二銀行屋代支店　普通　654820
○ゆうちょ銀行・郵便局　00170-8-266083
○長野信用金庫屋代支店　普通　0447251

■受付期限　３月 31日（火）
■口座名義　千曲市災害義援金
　（ﾁｸﾏｼｻｲｶﾞｲｷﾞｴﾝｷﾝ）
■問い合わせ先　会計課（内線 1101）
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〇　地域住民の健康増進を地域で目指す　（桑原東区）

　桑原東区では、市の「第３次地域づくり計画」を活用し、市と協働で区民
の健康増進に関する取り組みを進めています。
　本年度は、医師、保健師や管理栄養士による健康づくり講座や、ヨガイン
ストラクターによるヨガ講座、理学療法士による健康指導などを企画しまし
た。
　区民のみなさんにも好評で、これから
も継続してさまざまな企画を行なうこと
で、区民の健康増進を図っていきたいと
考えています。
　みなさんも地域で行なう健康づくりに
ついて考えてみませんか？

桑原東区長
竹
た け う ち

内　正
ま さ ひ ろ

博さん

〇　市民の交流拠点をとおして “まち” を元気に　（NPO 法人エリアネット更埴）

　私たちが運営を受託している市民活動交流センターでは、市民や団体同士
の交流拠点となることを目指し、市民活動をするみなさんの“やりたい” “誰
かとつながりたい”を実現するお手伝いをしています。ミーティングや作業
に使っていただける交流スペースに加え、貸ロッカーや印刷機なども利用で
きますので、ぜひお立ち寄りください。
　みんなで街まちミーティング（交流会・講演会）や「SNS 講座」などの
学習会も開催しており、持込みの企画も募集し
ています。情報誌「みんなの街まち通信」の発行、
ホームページ「街まちサイト」など、市民のみ
なさんへの情報提供にも努めています。

（住所：屋代 128-1 連絡先：026-214-7220）

NPO 法人エリアネット
更埴の皆さん

名称 内容 対象 問い合わせ先

協働事業提案制度
地域の課題解決につながる公益的な活動を、市民と行政が協働
で行ない、行政が人的資源や補助金 ( 上限100万円 / 年 ) など
で支援する制度

市民団体
区・自治会
企業など

市民協働課
（内線4133）

第３次地域づくり計画 区・自治会が行政と協働で実施する事業について、人的資源や
補助金 ( 上限20万円 / 年 ) などで支援する制度 区・自治会 市民協働課

（内線4133）

生活支援体制整備事業 高齢者に生じた日常生活上の困りごとを、地域の力（互助）で解
決するための仕組みづくりを行なう事業

介護保険事業者
市民など

高齢福祉課
（内線1154）

緑の基本計画推進事業 協働による緑のまちづくりを進めるための協働団体を募集し、
市が支援を行ないながら緑化推進に取り組む事業 市民団体 都市計画課

（内線3251）

協働のまちづくり支援内容一覧

　まちづくりに関して「こんなことをやってみたいけど……」「何から始めればいいのか……」など分からな
いことがありましたら、気軽に市民活動交流センターや市民協働課へ相談してください。各種支援制度の紹介
をはじめ、みなさんの想いに応えられるよう努めます。

■みなさんの想いを聞かせてください

9　　市報千曲　令和２年 1月

みんなで “つくる”　

　　　　　　　元気な “千曲市”
■問い合わせ先　市民協働課（内線 4133）

■ 「まちづくり」 の主役は市民一人ひとり

　今回ご紹介する事例をはじめ、「市民のみなさんと共
に創る」取り組みは、そのアイデアと行動力で今、色々
な形となって千曲市を元気にしています。
　さらに、市民のみなさんの活動が活発になり、市と一
緒になって取り組むことで、千曲市はより住みやすく、
より元気な“まち”になります。
　自分たちが暮らす“まち”への想いを胸に、次世代の
子どもたちのためにも、ともに考え、行動する。その一
歩を踏み出してみませんか。

■まちづくりの実践者を紹介

〇　子育てしやすいまち 「千曲市」 を目指して　（遊びで育てるパパママ教室実行委員会）

　私たちパパママ教室実行委員会は、「親子で体を動かし遊ぶことで元気な
心と体を育

はぐく

む」ことを目的として、「遊びで育てるパパママ教室」を開催し
ています。平成 29年度からは千曲市との協働事業として実施され、次回で
７回目を迎えます。年々パパや祖父母の参加も増えています。運営は大変な
こともありますが、子どもたちの笑顔を
見られた時は、「やって良かった！」とい
う充実感を得られます。
　今年は初の一般ボランティアも募集予
定です。詳細は、本紙 20ページに掲載し
ています。興味のある人は、ぜひ仲間と
して一緒に活動しませんか？

パパママ教室実行委員長
岡
おか む ら

村　和
か ず え

枝さん

〇　生萱区の歴史 ・文化を後世に伝えたい　（生萱区）

　生萱区には、旧跡、神社、寺院など 60点もの歴史的建造物があるにもか
かわらず、生萱の歴史に対する区民の関心は薄れる一方でした。危機感を覚
えた私たちは、「生萱を知る会」を中心に、生萱の歴史や文化を後世に伝え
る活動を始めました。
　市の「第３次地域づくり計画」を活用し、生萱区の小学４年生から６年生
を対象に、歴史・文化をわかりやすく伝えるパンフレットを製作したほか、
伝統行事への体験参加、生萱探検ツアーなどを企
画することで、たくさんの小学生やその保護者が
生萱の歴史文化を知ることができました。これか
らも、郷土を知ることが、郷土への愛着やその活
力に繋

つな

がると信じ、活動を続けていきます。

生萱を知る会
島
し ま だ

田　武
たけ ひ さ

久さん

▲第 13回みんなで育てる協働の森づくりの様子
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認知症の人とその家族が安心して生活

できる地域を目指して
■問い合わせ先　高齢福祉課（内線 1181）

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
身
近

な
病
気
で
す
。
国
の
推
計
に
よ
る
と
、

令
和
７
年
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
約
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

65
歳
未
満
の
人
で
も
認
知
症
（
若
年

性
認
知
症
）
を
発
症
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と

知
識
を
も
っ
て
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
を
知
り
、
地
域
で
の

支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
て
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

受
講
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
し
る
し
と

な
る
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
（
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。
地
域
、

団
体
、
職
場
、
仲
間
で
、
講
座
を
開

催
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
内
容
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
認

　
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
具

　
体
的
な
接
し
方
を
伝
え
る
講
師
）

　
が
、
テ
キ
ス
ト
、
ビ
デ
オ
上
映
な

　
ど
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
易
く
説

　
明
し
ま
す
。

■
時
間
　
１
時
間
程
度
　

■
講
師
派
遣
費
用
　
無
料

認
知
症
の
早
期
診
断

・

　
　
　
　
　
　
　
早
期
対
応
の
た
め
に

●
千
曲
市
認
知
症
相
談

・
ケ
ア
サ
イ

　 

ト
　
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応

の
た
め
に
、
千
曲
市
認
知
症
相
談
・

ケ
ア
サ
イ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家
族
や
自
分
自
身
の
日
常
生
活
な
ど

の
様
子
に
つ
い
て
、
質
問
に
答
え
る

と
結
果
と
と
も
に
、
相
談
先
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

＊
医
学
的
診
断
を
す
る
も
の
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん

■
利
用
方
法

〇
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
　
千
曲
市
認
知

　
症
相
談
・
ケ
ア
サ
イ
ト
（http://

　fishbow
lindex.net/chikum

　a/)

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク

　
セ
ス
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
　
高
齢
福
祉
課
に
電
話

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
千
曲
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登

　 

録
を

　
行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
な
ど

の
情
報
が
警
察
や
消
防
に
寄
せ
ら
れ

た
際
、
そ
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
防
犯
、
防
災
情
報
な
ど
も
配
信

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
本
紙
裏
表
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い

た
め
の
交
流
の
場

●
千
曲
地
区
認
知
症
の
人
と
家
族
の

　 

会
　
介
護
の
経
験
者
や
現
在
介
護
を
さ

れ
て
い
る
人
な
ど
が
、
介
護
の
相
談

や
情
報
交
換
を
行
な
い
、
交
流
し
ま

す
。

■
開
催
日

・
会
場

〇
全
体
の
つ
ど
い
　
毎
月
第
２
火
曜

　
日
・
埴
生
公
民
館

〇
若
年
の
つ
ど
い
　
毎
月
第
２
金
曜

　
日
（
若
年
性
認
知
症
の
人
や
そ
の

　
家
族
が
対
象
）・
竹
葉
亭
（
小
島
）

〇
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

　
場
合
　
下
記
二
次
元
コ

　
ー
ド
を
利
用
し
て
く
だ

　
さ
い
。

＊
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、
通
信
料

　
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

　 

配
置
し
て
い
ま
す

　
医
療
や
介
護
の
専
門
職
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
員
が
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
に
関
わ
り
、
早
期
対
応

に
向
け
た
支
援
を
集
中
的
に
行
な
い

ま
す
。

■
対
象
者
　
40
歳
以
上
の
在
宅
生
活

　
を
し
て
お
り
、
認
知
症
の
診
断
を

　
受
け
て
い
な
い
人
や
医
療
や
介
護

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

＊
開
催
日
、
会
場
が
変
更
に
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望
の
人

　
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

　
い
。

■
年
会
費
　
５
０
０
円

＊
毎
月
「
地
区
ニ
ュ
ー
ス
」
を
お
届

　
け
し
ま
す
。

＊
入
会
は
随
時
可
能
で
す
。
見
学
の

　
う
え
、
入
会
を
決
め
て
い
た
だ
い

　
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
地
区
認
知

　
症
の
人
と
家
族
の
会
　
世
話
人
　

　
中
山
（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

７

　
８
１
３
）

●
認
知
症
カ
フ
ェ
（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
が

交
流
す
る
場
で
す
。

【
楽
々
房
】

■
日
時
　
毎
月
第
３
金
曜
日
午
前
11

　
時
～
午
後
３
時

■
会
場
　
楽
々
房
（
戸
倉
）

■
参
加
費
　
無
料

＊
昼
食
代
は
別
途
か
か
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
　
楽
々
房
　
出
川

　（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－
２
１
１

　
３
、０
９
０

－

１
８
２
９

－

６
６

　
９
４
）

【ゆ
め
サ
ロ
ン
】

■
日
時
　
毎
月
第
４
木
曜
日
午
前
10

　
時
～
11
時
30
分

■
会
場
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ま
ゆ
更

　
科
（
杭
瀬
下
）
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認
知
症
に
関
す
る
市
民
講
座

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
市

民
講
座
で
す
。

　
講
師
に
39
歳
で
若
年
性
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診
断
を
受

け
、
現
在
は
当
事
者
の
立
場
か
ら

支
援
を
行
な
う
丹
野
智
文
さ
ん
と
、

丹
野
さ
ん
と
と
も
に
活
動
し
て
い

る
若
生
栄
子
さ
ん
を
迎
え
、
自
身

の
体
験
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
日
時
　
２
月
９
日
（
日
）
午
後

　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
埴
生
公
民
館
講
堂

■
演
題

・
講
師

〇
「
認
知
症
と
と
も
に
笑
顔
で
生

　
き
る
」・
丹
野
智
文
さ
ん
（
不

　
安
を
持
っ
て
い
る
認
知
症
本
人

　
の
為
の
も
の
忘
れ
相
談
窓
口
　

　「
お
れ
ん
じ
ド
ア
」
代
表
）

〇
「
認
知
症
本
人
と
家
族
の
思
い

　
に
寄
り
添
っ
て
」・
若
生
栄
子

　
さ
ん
（
認
知
症
の
人
と
家
族
の

　
会
宮
城
県
支
部
代
表
）

＊
入
場
無
料
、
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。

■
参
加
費
　
一
人
一
回
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

相談窓口

相談窓口 電話番号 備考
高齢福祉課・

更埴地域包括支援センター 内線1181 地域包括支援センターには、認知症の人やその家族の支援な
どの取り組みを進める「認知症地域支援推進員」を配置して
います。月曜日から金曜日までの午前８時30分から午後５
時15分まで戸倉上山田地域包括支援センター ℡026-214-7780

認知症コールセンター ℡0268-23-7830 月曜日・水曜日・金曜日の午後１時から８時まで（祝日は受
付、年末年始を除く）

認知症の人と家族の会長野県支部 ℡026-293-0379 月曜日から金曜日までの午前９時から正午まで

若年性認知症コールセンター ℡0800-100-2707
通話料無料

月曜日から土曜日までの午前10時から午後３時まで（祝日、
年末年始を除く）

●
同
日
開
催

　
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
介
護
者
　

　 

支
援
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

■
時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
会
場
　
埴
生
公
民
館
第
一
会
議

　
室

■
対
象
者
　
認
知
症
の
人
、
認
知

　
症
の
人
を
介
護
・
支
援
し
て
い

　
る
人

■
内
容
　
丹
野
さ
ん
、
若
生
さ
ん

　
と
、
日
頃
の
悩
み
や
こ
れ
か
ら

　
の
生
活
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

　
を
話
し
ま
す

■
主
催

・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲

　
地
区
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
世
話
人
　
中
山
（
℡
０
２
６

－
　

２
７
２

－

７
８
１
３
）

▲

講
師
を
務
め
る
丹
野
智
文
さ
ん

そ
の
他
の
支
援

●
認
知
症
支
え
愛
便
利
帳(

千
曲
市

　 

認
知
症
ケ
ア
パ
ス)

　
認
知
症
支
え
愛
便
利
帳
は
、「
ど

こ
へ
相
談
し
た
ら
よ
い
か
」、「
ど
ん

な
支
援
が
あ
る
の
か
」
な
ど
、
認
知

症
の
進
行
状
況
に
あ
わ
せ
て
利
用
で

き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
の

情
報
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

■
配
布
場
所
　
高
齢
福
祉
課
、
戸
倉

　
上
山
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

　
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
福
祉
課

●
若
年
性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
　

　 

ー
タ
ー

　
若
年
性
認
知
症
の
人
、
一
人
ひ
と

り
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
紹
介
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
県
若
年
性

　
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
伝
田
（
℡
０
２
６

－

２
９
２

－

２

　
２
４
３
、０
９
０

－

４
１
５
２

－
　

２
４
３
４
）
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褒章・叙勲受章者、
　　県知事表彰受賞者を紹介

三
み つ い

井 澄
す み こ

子さん
（屋代）

褒
章
は
、
社
会
や
公
共
の
た
め
貢

献
し
た
人
を
対
象
に
発
令
さ
れ
、
事

績
に
よ
り
６
種
類
が
あ
り
ま
す
。

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
の
た

め
に
功
労
の
あ
っ
た
人
を
対
象
に
発

令
さ
れ
、
高
齢
者
叙
勲
、
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
か
ら
長
野
県
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
副
会
長
を
務
め
る
な

ど
16
年
間
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

保健衛生表彰 長
野
県
知
事
表
彰

飛
と び た

田 忠
ただし

さん
（上山田）

昭
和
58
年
か
ら
16
年
間
に
わ
た
り

旧
上
山
田
町
議
会
議
員
を
務
め
、
副

議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
地
方
自
治
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

旭日単光章

昭
和
49
年
に
旧
坂
城
戸
倉
上
山
田

消
防
組
合
に
採
用
さ
れ
、
消
防
司
令

長
な
ど
を
歴
任
。
36
年
間
に
わ
た
り

住
民
の
福
祉
と
安
定
秩
序
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

髙
た か ま つ

松 義
よ し み つ

光さん
（若宮）

瑞宝単光章

中
な か む ら

村 正
ま さ ゆ き

行さん
（磯部）

昭
和
46
年
に
旧
坂
城
戸
倉
上
山
田

消
防
組
合
に
採
用
さ
れ
、
消
防
監
な

ど
を
歴
任
。
40
年
間
に
わ
た
り
住
民

の
福
祉
と
安
定
秩
序
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

瑞宝双光章 危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

〇
わかばやし

林 盛
も り ひ こ

彦さん
（上山田）

平
成
９
年
か
ら
保
護
司
を
務
め
、

保
護
観
察
者
が
立
ち
直
る
た
め
の
指

導
・
助
言
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
環

境
調
整
を
行
な
う
ほ
か
、
犯
罪
予
防

活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
褒
章

藍綬

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を

●
令
和
２
年
度
、
３
年
度
物
品
の
購

　 

入
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
の

　 

定
期
申
請

　
市
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
・
製

造
の
請
負
や
業
務
の
委
託
な
ど
の
入

札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
入
札
参

加
資
格
審
査
の
申
請
を
し
、
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
現
在
登
録
し
て
い
る
人
も

引
き
続
き
入
札
な
ど
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必

要
で
す
。
な
お
、
申
請
様
式
な
ど
に

変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
新
し

い
様
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
２
月
１
日
（
土
）
～

　
29
日
（
土
）

●
令
和
元
年
度
建
設
工
事
等
入
札
参

　 

加
資
格
審
査
の
追
加
申
請
　

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
及
び
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
（
工
事
に

関
係
す
る
測
量
、
設
計
な
ど
の
委
託

業
務
）
の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
追

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
追
加
申
請
が
必
要
な
場
合

○
入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い
る
業

　
種・業
務
に
加
え
、
ほ
か
の
業
種・

　
業
務
を
追
加
す
る
場
合

○
営
業
所
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、
当

　
該
営
業
所
で
入
札
参
加
資
格
の
申

　
請
を
す
る
場
合

○
総
合
評
定
値
の
大
幅
な
変
動
に
よ

　
り
、
等
級
格
付
け
全
体
を
見
直
し

　
た
い
場
合
（
建
設
工
事
に
限
る
）

■
受
付
期
間
　
２
月
１
日
（
土
）
～

　
15
日
（
土
）

●
共
通
事
項

■
窓
口
で
の
受
付
時
間
　
午
前
８
時

　
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、

　
祝
日
を
除
く
）

■
申
請
方
法
　
書
類
一
式
を
Ａ
４
サ

　
イ
ズ
で
統
一
し
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ

　
プ
な
ど
で
ま
と
め
て
、
受
付
期
間

　
中
に
管
財
契
約
課
へ
持
参
す
る
か
、

　
郵
送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
要
領
・
様
式
は
、
管
財
契
約

　
課
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
ま
す
。

＊
物
品
・
建
設
工
事
の
様
式
は
、
そ

　
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先
　
管
財
契

　
約
課
（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

　
千
曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、

　
内
線
４
１
２
４
）
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選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
紹
介

　
市
議
会
９
月
定
例
会
で
「
千
曲
市

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

員
」
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
指
名
推

薦
に
よ
り
４
人
の
皆
さ
ん
が
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
に
関

す
る
事
務
を
管
理
し
、
公
正
な
選
挙

を
行
な
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
合
議

制
の
執
行
機
関
で
、
４
人
の
選
挙
管

理
委
員
で
組
織
さ
れ
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
令
和
元
年
11
月
28
日
か
ら
４

年
間
で
す
。

　
な
お
、同
委
員
会
の
選
挙
に
よ
り
、

委
員
長
に
中
村
秋
博
さ
ん
、
職
務
代

理
者
に
北
澤
純
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委
員

　
会
事
務
局
（
内
線
５
１
０
２
）

西
に し む ら

村 一
か ず ゆ き

幸さん
（桜堂）

堰
せ き ぐ ち

口 真
し ん ご

吾さん
（新山）

委員長
中
な か む ら

村 秋
あ き ひ ろ

博さん
（内川）

職務代理者
北
き た ざ わ

澤 純
じ ゅ ん こ

子さん
（桑原）

公
平
委
員
会
委
員
の
紹
介

　
市
議
会
９
月
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、
鈴
木
恒
夫
さ
ん
が
千
曲

市
・
坂
城
町
等
公
平
委
員
会
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和

元
年
11
月
21
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　
公
平
委
員
会
は
、
千
曲
市
や
坂
城

町
、
葛
尾
組
合
、
千
曲
坂
城
消
防
組

合
の
職
員
の
利
益
保
護
と
公
正
な
人

事
権
を
保
障
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
行
政
委
員
会
で
す
。

　
主
な
職
務
は
、
職
員
の
給
与
や
勤

務
時
間
な
ど
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
要
求
を
審
査
し
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
や
、
職
員
の
不
利
益

処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
に

対
す
る
裁
決
、
ま
た
は
決
定
を
行
な

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
公
平
委
員
会
事

　
務
局
（
内
線
５
１
０
２
）鈴

す ず き

木 恒
つ ね お

夫さん
（坂城町）

教
育
長

・
教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

　
市
議
会
12
月
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
、
市
長
か
ら
教
育
長
に
小

松
信
美
さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
教
育
委

員
に
坂
本
孝
夫
さ
ん
と
中
村
洋
一
さ

ん
が
任
命
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
の
任
期
は
令
和
元
年
12
月
22

日
か
ら
３
年
間
、
教
育
委
員
の
任
期

は
令
和
元
年
12
月
４
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
総
務
課
（

　
内
線
４
１
０
４
）

教育委員
中
な か む ら

村 洋
よ う い ち

一さん
（若宮）

教育委員
坂
さ か も と

本 孝
た か お

夫さん
（上山田温泉）

教育長
小
こ ま つ

松 信
の ぶ み

美さん
（羽尾）
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任
期
満
了
に
と
も
な
い
令
和
元
年

12
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
、
次
の
皆
さ
ん
が
民
生
児
童
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
市
か
ら
は

福
祉
委
員
を
委
嘱
）
任
期
は
３
年
で

す
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、
生
活
上
の
問

題
、
家
族
の
問
題
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
災

害
時
の
避
難
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
、
問
題
解
決
が
で
き
る
よ

う
皆
さ
ん
の
よ
き
相
談
役
、
関
係
機

関
と
の
調
整
役
と
し
て
活
動
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
民
生
児
童
委
員
に
は
担
当
地
区
が

あ
り
、
民
生
委
員
法
に
定
め
ら
れ
た

任
務
と
し
て
地
域
の
実
情
を
把
握
す

る
た
め
に
、
担
当
地
区
の
世
帯
を
訪

問
し
世
帯
の
状
況
な
ど
を
お
伺
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課（
内
線

　
１
２
６
６
）

民
生
児
童
委
員
の
紹
介

千
曲
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
敬
称
略
）

■
会
長
　
濵
田
政
常（
戸
倉
）

■
副
会
長
　

　
春
日
和
子（
屋
代
）

　
青
木
俊
夫（
八
幡
）

　
山
﨑
文
清（
稲
荷
山
）　

屋
代
地
区

■
会
長
　
春
日
和
子

　（
℡
０
２
６

－

2
7
2

－

1
4
8

　

５
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
１
区
　
島
田
政
行
、北
澤
裕
子

○
２
区
　
間
庭
礼
子
、
清
水
清
男
、

吉
岡
み
ち
子

○
３
区
　
福
澤
義
子
、飯
島
秋
子

○
４
区
　
倉
石
眞
知
子
、西
村
昭
治

○
５
区
　
村
山
隆
行
、
瀧
澤
薫
、
櫻

井
知
枝
、春
日
和
子

○
６
区
　
櫻
井
明
、宮
坂
久
男

○
主
任
児
童
委
員
　
岡
村
和
子
、
稲

葉
清
子

稲
荷
山
地
区

■
会
長
　
山
﨑
文
清

　（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

1
3
3

　

9
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
治
田
町
　
柴
﨑
次
子
、
山
﨑
文
清

○
本
八
日
町
　
伊
東
寿
子

○
上
八
日
町
　
柳
澤
民
子

○
中
町
　
松
本
敦
子
、
田
中
重
穗

○
荒
町
　
三
宅
貴
夫
、
宮
坂
幸
伸

○
元
町
　
小
玉
實
、
堀
口
容
子

○
小
坂
　
栁
澤
隆

○
東
・
中
・
西
区
　
瀧
澤
式
子
、
栁

　
澤
信
子
、
南
澤
德

○
大
田
原
　
宮
本
繁

○
主
任
児
童
委
員
　
小
林
い
せ
子
、

　
荒
井
里
子

埴
生
地
区

■
会
長
　
金
井
與
志
雄

　（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

２
７
５

　
６
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
寂
蒔
　
竹
内
裕
剛
、
宮
坂
良
明
、

宮
下
か
つ
代

○
鋳
物
師
屋
　
對
馬
佳
子
、
宮
坂
梅

子
○
打
沢
　
湯
原
悦
子

○
小
島
　
三
村
乃
吏
子

○
桜
堂
　
田
中
眞
理
子
、
赤
沼
香
代

子
○
杭
瀬
下
　
金
井
與
志
雄
、
越
石
義

昭
、北
原
美
知
子
、下
倉
久
美
子

八
幡
地
区

■
会
長
　
青
木
俊
夫

　（
℡
０
２
６

－
２
７
２

－

5
0
2

　

1
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
代
　
玉
井
晶

東
部
地
区

■
会
長
　
荻
原
博

　（
℡
０
２
６

－

2
7
3

－

1
8
2

　

６
）

○
新
田
　
宮
田
文
子
、小
笠
原
輝
良

○
中
　
瀧
澤
文
明
、根
石
晴
夫

○
主
任
児
童
委
員
　
市
川
真
知
子
、

長
尾
英
子

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
森
西
区
　
近
藤
修
司
、
小
塚

子
、

久
保
牧
子

○
森
東
区
　
宮
坂
光
弘
、
北
澤
茂
登

枝
、鹿
野
好
子

○
倉
科
　
八
木
澤
禮
司
、
島
田
彰
男
、

北
村
雄
一
郎
、稲
玉
幸
信

○
雨
宮
　
西
澤
美
代
子
、
荻
原
博
、

鎌
田
恵
子
、宮
下
裕
子

○
土
口
　
平
林
登
世
子
、滝
沢
恒
治

○
生
萱
　
荒
井
洋
子
、久
保
綾
子

○
主
任
児
童
委
員
　
西
村
健
治
、
安

藤
智
子
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環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

　
環
境
保
全
・
廃
棄
物
の
処
理
な
ど

に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
千
曲
市

環
境
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
で
市
内
に

　
在
住
し
て
お
り
、
市
の
他
の
審
議

　
会
な
ど
の
委
員
を
兼
職
し
て
い
な

　
い
人

■
任
期
　
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

■
委
員
報
酬
　
会
議
出
席
ご
と
に
、

　
市
で
定
め
る
報
酬
を
お
支
払
い
し

　
ま
す
。

■
提
出
書
類
　
住
所
、
氏
名
、
電
話

　
番
号
を
記
載
し
た
小
論
文
（
原
稿

　
用
紙
２
枚
程
度
・
様
式
は
自
由
）

＊
小
論
文
テ
ー
マ
「
令
和
元
年
度
千

　
曲
市
環
境
白
書
」
を
読
ん
で
（
意

　
見
・
改
善
点
な
ど
）

＊「
令
和
元
年
度
千
曲
市
環
境
白
書
」

　
は
環
境
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
提
出
書
類
を
１
月
31

　
日
（
金
）
ま
で
に
環
境
課
へ
持
参

　
す
る
か
郵
送
（
当
日
必
着
）
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課

　（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

　
千
曲

　
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、　
内

　
線
２
２
１
２
）

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

上
山
田
地
区

■
会
長
　
安
藤
邦
彦

　（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

２
４
５

　
５
）

戸
倉
地
区

■
会
長
　
濵
田
政
常

　（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

６
２
８

○
大
池
　
丸
山
裕
香
己

○
峯
　
唐
木
田
惠
実
子

○
中
原
　
青
木
俊
夫

○
郡
　
亀
山
ち
ゑ
子

○
上
町
　
小
林
栄
子

○
辻
　
和
田
孔
一

○
新
宿
　
轟
け
さ
子

○
森
下
　
中
島
万
里
子

○
北
堀
　
長
門
茂
一
、
春
原
美
恵
子

○
志
川
　
山
﨑
常
安
、
西
村
榮
子
、

　
髙
山
幸
榮

○
主
任
児
童
委
員
　
永
田
静
惠
、
根

　
石
け
さ
子

　
０
）

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
磯
部
　
髙
野
な
つ
よ
、
原
山
哲

○
福
井
　
竹
内
葉
子
、
荒
井
敏

○
新
戸
倉
温
泉
　
大
村
芳
男

○
上
町
　
岡
光
男
、
宮
原
美
代
子
、

　
熊
谷
秀
子

○
上
中
町
　
中
谷
正
富
、
池
田
範
子

〇
中
町
　
柳
沢
昇

○
今
井
町
　
児
玉
正
泰
、
濵
田
政
常

○
柏
王
　
塚
田
博
茂
、
塚
田
孝
之

○
戸
倉
温
泉
　
小
松
美
栄
子

○
若
宮
　
橋
本
太
刀
枝
、
市
川
孝
子

○
芝
原
　
中
村
正
光

○
仙
石
　
小
松
吟
江
、
西
澤
恵
子

○
羽
尾
四
区
　
塚
田
昭
子

○
羽
尾
五
区
　
夏
目
幸
子
、
金
井
榮

■
担
当
地
区

・
担
当
委
員

○
力
石
　
熊
谷
節
子
、
山
崎
誠
一

○
新
山
　
鹿
田
ち
か
子

○
漆
原
　
田
嶋
由
理
子

○
三
本
木
　
栁
町
マ
サ
子
、
宮
本
正

　
男

○
八
坂
　
岡
田
泰
子

○
中
央
　
鹿
田
清
子
、
安
藤
邦
彦

○
城
腰
　
篠
原
昌
昭
、
前
嶋
功

○
温
泉
　
村
田
好
弘
、
森
好
明
、
矢

　
島
た
ま
江
、
長
谷
部
利
夫
、
西
澤

　
正
雄
、
小
林
惠
子
、
山
﨑
俊
文
、

　
宮
本
壽
美

○
主
任
児
童
委
員
　
青
木
修
、
若
林

　
洋
子

　
一

○
須
坂
　
瀧
澤

子

○
黒
彦
　
小
宮
山
武
勇
、
篠
原
義
宣

○
上
徳
間
　
瀬
在
と
き
子
、
宮
島
初

　
子
、
宮
入
昌
章
、
春
原
眞
弓

○
内
川
　
北
澤
ま
ゆ
み
、
瀬
在
義
雄
、

　
栁
澤
仁
子

○
千
本
柳
　
竹
内
秀
一
、
山
田
政
子
、

　
宮
入
多
仁
子

○
小
船
山
　
坂
田
明
美

○
主
任
児
童
委
員
　
近
藤
幸
子
、
宮

　
坂
信
江
、
西
澤
賢
治
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千
曲
坂
城
消
防
組
合
会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
般
事
務
補
助
）
を
募
集

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
職
種
　
一
般
事
務
補
助

■
募
集
要
件
　
普
通
自
動
車
免
許
を

　
保
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

　
る
人

■
勤
務
場
所
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部

■
勤
務
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年

　
間

■
勤
務
日
数
　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時

■
報
酬
　
時
給
９
３
３
円

■
諸
手
当
　
通
勤
手
当
、
期
末
手
当

■
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

　
入
の
う
え
、
１
月
14
日
（
火
）
か

　
ら
２
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
千
曲

　
坂
城
消
防
本
部
に
持
参
す
る
か
郵

　
送
（
当
日
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
口
述
試
験
　

〇
試
験
日
　
２
月
16
日
（
日
）

〇
会
場
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部

＊
詳
細
は
、
千
曲
坂
城
消
防
本
部
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
坂

　
城
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
３
８
９

　

－
0
8
0
6 

千
曲
市
大
字
磯
部  

　
１
２
２
１
番
地
、
℡
０
２
６

－

２

　
７
６

－

０
１
１
９
）

会
計
年
度
任
用
職
員
（
介
護
保
険
認
定
調
査
員
）
の
募
集

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
職
種
　
介
護
認
定
調
査
員

■
募
集
要
件
　
普
通
自
動
車
免
許
を

　
保
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

　
で
①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の

　
資
格
が
あ
る
人
②
福
祉
・
介
護
職

　
実
務
経
験
が
あ
る
人

■
勤
務
場
所
　
高
齢
福
祉
課

■
勤
務
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年

　
間

■
勤
務
日
数
　
13
日
～
21
日
／
月

■
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

　
時

■
報
酬
　
①
時
給
１
２
１
９
円
、
②

　
時
給
１
０
７
８
円
、
①
②
共
通
期

　
末
手
当
１・３
月
分

■
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

　
入
の
う
え
、
募
集
要
件
に
係
る
資

　
格
・
登
録
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
、

　
１
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
高
齢
福

　
祉
課
に
持
参
す
る
か
郵
送
（
当
日

　
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験
　
１
月
下
旬
　

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
福

　
祉
課
（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１  

　
千
曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、

　
内
線
１
１
６
２
）

会
計
年
度
任
用
職
員
（
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
担
当
栄
養
士
）
の
募
集

■
募
集
人
員
　
１
人

■
募
集
要
件
　
栄
養
士
の
資
格
を
保

　
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所
　
第
２
学
校
給
食
セ
ン

　
タ
ー

■
勤
務
内
容
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給

　
食
の
献
立
作
成
、
調
理
、
事
務
な

　
ど

■
勤
務
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年

　
間

■
勤
務
日
数
　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時

■
報
酬
　
時
給
１
０
７
８
円

■
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
記

　
入
の
う
え
、
２
月
14
日
（
金
）
ま

　
で
に
第
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ

　
持
参
す
る
か
、郵
送
（
当
日
必
着
）

　
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
面
接
な
ど
の
詳
細
は
、
各
自
に
連

　
絡
し
ま
す
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先
　
第
２
学

　
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
８
９

－

　
０
８
１
３
、千
曲
市
大
字
若
宮
６

　
４
０
番
地
、
℡
０
２
６

－

２
７
５

　

－

０
３
６
５
）
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 ℡ 026-273-1111（代表）

  

知

せ

ら

お
　
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

〇
市
県
民
税（
4
期
分
）

○
国
民
健
康
保
険
税（
7
期
分
）

○
介
護
保
険
料（
10
期
分
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
7
期
分
）

○
保
育
料（
1
月
分
）

○
公
共
下
水
道
使
用
料（
10
期
分
）

○
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、
共

益
費（
1
月
分
）

■
納
付
期
限
　

1
月
31
日（
金
）

1ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
宮
下
歌
謡
教
室 

様（
上
田
市
）

■
寄
付
内
容
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
収
益
金
を
活
用
し
て
購

入
し
た
車
椅
子
2
台

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子

証
明
書
の
更
新

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
証

明
書（
カ
ー
ド
内
に
格
納
）に
は
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
る
と
、
身
分
証
明
書
と
し
て
使

え
な
く
な
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
証
明

書
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
使
え
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
限
通
知
書
　
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の

有
効
期
限
が
近
づ
く
と
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら

「
有
効
期
限
通
知
書
」が
届
き
ま

す
。

■
更
新
手
続
き
　
有
効
期
限
通
知
書

で
、
必
要
な
手
続
き
を
確
認
し
、

同
封
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、

更
新
方
法
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課（
内
線

１
２
１
２
）

Ｐ

市消防団出初式の街頭行進　交通規制にご協力を

１月 26日（日）に、千曲市消防団
出初式を行ないます。午前９時に瑞
祥 Laundry&Cafe 駐車場を出発し、
右図の経路で式典会場である上山田
文化会館まで行進します。
そのため、次の通りに交通規制を
行ないますので、ご協力をお願いし
ます。
①片側通行止：午前9時～9時15分
②全面通行止：午前9時～9時20分
③片側通行止：午前9時～9時30分
④全面通行止：午前9時～9時30分
街頭行進はラッパ分団の吹奏音楽

お知らせ

隊を先頭に消防団員、婦人消防隊員約 700 人と、消防関係車両 16台です。街頭行進
を見学する人は、上山田文化会館第 5駐車場を利用してください。
なお、上山田文化会館での式典は午前 10時に開始します。

■問い合わせ先　危機管理防災課（内線4164）

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

ひ
き
こ
も
り
な
ど
同
じ
経
験
を
持

つ
家
族
同
士
が
集
ま
り
、
交
流
し
ま

す
。

■
日
時

・
会
場

〇
1
月
9
日（
木
）、
23
日（
木
）午

後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
・
戸
倉

人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

〇
1
月
15
日（
水
）午
後
7
時
～
9

時
・
市
役
所
2
階
集
団
指
導
室

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
、
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
推

進
課（
内
線
２
１
３
４
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
有
財

産
の
売
却

ヤ
フ
ー
！ 

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
）

を
利
用
し
た
市
有
財
産
の
売
却
を
行

な
い
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
ヤ
フ
ー

の
Ｉ
Ｄ
が
必
要
で
す
。

■
物
件

〇
所
在
地
　
千
曲
市
大
字
八
幡
字
砂

田
２
２
９
２
番
6
　

〇
地
目
／
地
積

　
宅
地
／
４
１
１
・
95
平
方
㍍

〇
最
低
売
却
価
格
　
２
４
９
万
円

■
申
込
期
間
　

1
月
15
日（
水
）午
後

１
時
～
２
月
４
日（
火
）午
後
２
時

■
入
札
期
間
　
２
月
19
日（
水
）午
後

１
時
～
２
月
26
日（
水
）午
後
１
時

＊
申
込
書
類
・
参
加
資
格
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
管
財
契
約
課

（
内
線
４
１
２
１
）

市総
合観
光会
館

上山田
中央公

園

戸倉千
曲川緑

地公園

上山田
文化会

館

①

② ③

④

行進経路

出発

水と緑
と

潤いの
ある公

園

新世
界通
り

県
道
77
号

中
央
通
り
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「
１
７
０
万
同
胞
を
救
っ
た
丸
山

邦
雄
と
は
ど
ん
な
人
？
」
講
演
会

■
日
時
　
２
月
１
日（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
頃

■
会
場
　
八
幡
公
民
館

■
講
師
　
小
林
芳
裕
さ
ん（
飯
山
市

公
民
館
長
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
市
川
西

地
区
振
興
連
絡
協
議
会 

轟（
℡

０
９
０

－

３
４
７
３

－

９
４
４
０
）

社
会
福
祉
施
設
の
入
所
・
通
所
者

な
ど
に
扶
助
費
を
支
給

■
対
象
者
　
令
和
元
年
12
月
１
日
現

在
で
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
の
社
会
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
・
入
居
し
、
市
が
援
護
を

し
て
い
る
人
の
保
護
者（
介
護
保

険
で
の
入
所
な
ど
は
除
く
）

②
養
護
学
校
な
ど
に
通
園
・
通
学
し

て
い
る
人（
入
寮
者
を
除
く
）の
保

護
者

③
在
宅
で
市
が
援
護
し
、
障
が
い
者

の
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
通
所
し

て
い
る
人（
介
護
保
険
で
の
通
所

は
除
く
）

■
支
給
額
　

　
①
②
年
額
１
万
３
０
０
０
円

　
③
通
所
の
日
数
に
応
じ
て
、
年
額

１
万
９
０
０
０
円
～
２
万
６
０
０
０

円
■
申
請
期
限
　
１
月
24
日（
金
）

＊
申
請
方
法
や
対
象
施
設
な
ど
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課（
内
線

１
２
７
４
）

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

■
日
時
　

2
月
10
日（
月
）午
後
1

時
30
分
～
3
時

■
会
場
　
市
役
所
2
階
集
団
指
導
室

■
演
題
　「
引
き
こ
も
り
や
不
登
校

の
心
情
を
学
ぶ
」～
支
援
の
実
例

よ
り
～

■
講
師
　
横
山
久
美
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ジ
ョ
イ
フ
ル
理
事
長
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
推
進
課

（
内
線
２
１
３
2
）

第
５
回
千
曲
市
男
女
共
同
参
画
セ

ミ
ナ
ー

健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

食
育
に
つ
い
て
考
え
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
９
日（
日
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時

■
会
場
　
ふ
れ
あ
い
情
報
館

■
演
題
　「
～
食
育
基
本
法
施
行
か

ら
12
年
～
」

■
講
師
　
石
坂
豊
明
さ
ん（
長
野
調

理
製
菓
専
門
学
校
長
）

■
問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課（
内
線
４
１
２
２
）

第
16
回
人
権
を
守
る
市
民
集
会

■
日
時
　
１
月
18
日（
土
）午
後
１
時

30
分
～
４
時

■
会
場
　
上
山
田
文
化
会
館

■
日
程

○
午
後
１
時
～
１
時
20
分
・
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
啓
発
活
動

○
午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分
・
上

山
田
小
学
校
児
童
に
よ
る
発
表

○
午
後
２
時
10
分
～
２
時
30
分
・
更

埴
西
中
学
校
・
屋
代
南
高
校
の
生

徒
に
よ
る
実
践
発
表

○
午
後
２
時
30
分
～
４
時
・
講
演
会

　
講
師
は
小
宮
山
洋
子
さ
ん（
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
厚
生
労
働
大

臣
）。
演
題
は「
女
性
も
男
性
も
　

い
き
い
き
と
生
き
ら
れ
る
社
会
に
」

■
問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課（
内
線
４
１
２
２
）

就
労
支
援
講
座

■
日
時
　

1
月
20
日（
月
）、
22
日

（
水
）午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
　
市
役
所
3
階
会
議
室

■
対
象
者
　
就
職
活
動
中
の
人
や
今

後
、就
職
活
動
を
考
え
て
い
る
人

■
内
容
　
全
２
回
の
講
座
。
１
回
目

に
職
業
適
性
検
査
を
行
な
い
、２

回
目
に
検
査
結
果
か
ら
自
分
の
強

み
や
特
長
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

■
定
員
　
10
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　

1
月
15
日（
水
）ま

で
に
電
話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
振

興
課（
内
線
３
３
０
１
）

就
職
応
援
会

■
日
時
　

1
月
15
日（
水
）午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
3
階
会
議
室

■
内
容
　
企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

求
人
内
容
の
説
明
が
聞
け
ま
す
。

■
対
象
者
　
千
曲
市
・
坂
城
町
に
在

住
す
る
求
職
者

■
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

２
９
３

－

８
６
０
９
　
音
声
ナ
ビ
3
番
）

シ
ニ
ア
人
材
と
地
域
企
業
交
流
会

in
千
曲

■
日
時
　
２
月
13
日（
木
）午
後
２
時

～
４
時（
受
付
開
始 

午
後
１
時
）

■
会
場
　
戸
倉
創
造
館

■
対
象
　
シ
ニ
ア
人
材
の
採
用
を
希

望
す
る
企
業
、
再
就
職
を
希
望
す

る
シ
ニ
ア

■
内
容
　
シ
ニ
ア
人
材
の
採
用
事
例

紹
介
、
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
の
事
例

紹
介
、参
加
者
の
交
流
会

■
申
込
方
法
　「
シ
ニ
ア
人
材
と
地

域
企
業
交
流
会
in
千
曲
」参
加
申

込
と
明
記
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、１
月
20
日（
月
）ま
で
に

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
必
要
事
項
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
カ
シ

ヨ
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
８
１

－０
０
３
７ 

長
野
市

西
和
田
１

－

27

－９
、
℡
０
２
６

－

４
８
０

－０
１
７
３
、
F  0
2
6

－

４
８
０

－０
１
７
５
、
電
子
メ
ー
ル

m
atsum

oto@
kashiyo.co.jp

）
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「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る

子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額
　
子
ど
も
一
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

■
金
利
　
年
１
・
66
％
、
母
子
家
庭

な
ど
は
年
１
・
26
％ 

（
令
和
元
年

11
月
1
日
現
在
）

■
返
済
期
間
　
15
年
以
内
、
母
子
家

庭
な
ど
は
18
年
以
内

■
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

■
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
政
策
金

融
公
庫
長
野
支
店（
℡
０
２
６

－
２
３
３

－

２
１
４
１
）集

募

会
計
年
度
任
用
職
員

（
学
校
情
報
教
育
技
術
支
援
員
）

■
募
集
人
員
　
１
人

■
募
集
条
件
　
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の

実
務
経
験
者（
パ
ソ
コ
ン
及
び
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
各
種
設

定
が
で
き
る
人
）、
普
通
自
動
車

免
許

■
勤
務
場
所
　
教
育
総
務
課

■
勤
務
期
間
　

4
月
１
日
か
ら
1
年

間

■
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時

■
勤
務
日
数
　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
報
酬
　
時
給
１
０
７
８
円

■
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
添
付
）に
記
入
の
う
え
、１
月

17
日（
金
）ま
で
に
郵
送（
当
日
必

着
）ま
た
は
、
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
応
募
者
に
は
後
日
、
今
後
の
日
程

を
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
総

務
課（
内
線
４
１
１
１
）

国
民
年
金
の
加
入
は
20
歳
か
ら

国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
る
た
め
、
20
歳
に
な
る
と

日
本
年
金
機
構
で
自
動
的
に
国
民
年

金
の
加
入
の
手
続
き
を
行
な
い
ま

す
。20

歳
の
誕
生
日
か
ら
概お

お
む

ね
２
週
間

以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
加
入

の
お
知
ら
せ
と
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
な
ど
が
郵
送
で
届
き
、
そ
の
後

別
途「
年
金
手
帳
」が
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
金
手
帳
は
保
険
料
納
付
の
確

認
や
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必
要
で

す
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
と
き
は

〇
学
生
納
付
特
例
制
度
　
学
生
で
所

得
の
な
い
人
の
保
険
料
納
付
を
猶

予
す
る
制
度
で
す
。

〇
納
付
猶
予
制
度
　
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
や
配
偶
者
の
所
得
が
少

な
い
場
合
に
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る
制
度
で
す
。

＊
猶
予
を
受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
追
納

で
き
将
来
の
年
金
額
を
確
保
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
猶
予
を
受
け
て

か
ら
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

金
が
付
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

〇
長
野
南
年
金
事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

〇
市
民
課（
内
線
１
２
１
３
）

２
０
１
９
年 

千
曲
市
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品

■
募
集
テ
ー
マ
　

　
市
を
代
表
す
る
風
景
、
行
事
、
風

習
や
祭
り
な
ど
を
題
材
と
し
た
観

光
宣
伝
に
利
用
で
き
る
写
真
作
品

■
募
集
部
門
　

　「
自
由
部
門
」「
あ
ん
ず
の
里
・
屋

代
部
門
」「
姨
捨
・
稲
荷
山
・
八

幡
部
門
」

■
募
集
規
定
　

○
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ

切
で
未
発
表
の
も
の
で
す
。

○
市
内
で
2
年
以
内
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
、
合
成
加
工
写
真
は
認
め

ま
せ
ん
。

○
入
賞
・
入
選
作
品
の
著
作
権
は
応

募
者
本
人
に
帰
属
し
ま
す
が
、
主

催
者
は
市
の
観
光
宣
伝
、
広
報
な

ど
の
目
的
で
、
受
賞
者
の
許
諾
を

要
す
る
こ
と
な
く
無
償
で
利
用
及

び
第
三
者
に
再
許
諾
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

■
応
募
期
限
　
１
月
31
日（
金
）当

日
必
着

＊
応
募
方
法
や
募
集
規
定
の
詳
細

は
、
信
州
千
曲
観
光
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
主
催

・
問
い
合
わ
せ
先
　
一
般

社
団
法
人
信
州
千
曲
観
光
局（
〒

３
８
９

－

０
８
２
１ 

千
曲
市
上

山
田
温
泉
二
丁
目
12
番
地
10
、
℡

０
２
６

－

２
６
１

－

０
３
０
０
）

治
田
公
園
桜
写
真
・
絵
画
コ
ン
テ

ス
ト
作
品

■
募
集
テ
ー
マ
　

　
四
季
折
々
の
治
田
公
園
の
桜
の
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の

■
応
募
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
稲
荷
山
公
民
館
に
あ
る
チ

ラ
シ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　
１
月
６
日（
月
）
～

24
日（
金
）（
郵
送
の
場
合
は
、１

月
24
日（
金
）必
着
）

■
発
表
展
示
　
市
内
施
設
で
の
展

示
、
入
賞
・
入
選
作
品
は
観
光
宣

伝
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

■
審
査

・
主
催
　
治
田
公
園
桜
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

■
応
募

・
問
い
合
わ
せ
先
　
稲
荷
山

公
民
館（
〒
３
８
７

－０
０
２
１ 

千

曲
市
大
字
稲
荷
山
２
１
３
１

－

2
、

℡
０
２
６

－２
７
２

－1
０
０
９
）　
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多
文
化
共
生
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
千
曲
万
博
」

■
日
時
　
１
月
26
日（
日
）午
前
11
時

～
午
後
３
時

■
会
場
　
戸
倉
創
造
館

■
内
容
　
外
国
籍
市
民
や
国
際
交
流

団
体
が
国
の
文
化
を
紹
介
し
、
異

文
化
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
国
ご
と
に

ブ
ー
ス
出
展
を
行
な
い
、自
国
の
文

化
と
食
べ
物
の
紹
介
や
試
食
、
民

族
衣
装
の
試
着
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

（
内
線
４
１
１
４
）

新
春
古
本
市

■
期
間
　

1
月
11
日（
土
）～
13
日

（
月
・
祝
）

■
時
間 

午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

■
会
場
　
戸
倉
図
書
館

■
内
容
　
除
籍
、
不
要
な
図
書
を
譲

り
ま
す
。

〇
一
人
10
冊
程
度
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〇
不
要
と
な
っ
た
本
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
必
要
な
人
に
譲
り
ま
す
。

百
科
事
典
や
美
術
全
集
の
持
ち
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
図
書
館（
℡

０
２
６

－

２
７
６

－７
０
０
１
）

遊
び
で
育
て
る
パ
パ
マ
マ
教
室
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

■
日
時
　
３
月
29
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
2
時
30
分

■
会
場
　
戸
倉
創
造
館

■
内
容
　
ブ
ー
ス
の
手
伝
い

■
対
象
者
　
高
校
生
以
上
で
、
子
ど

も
と
関
わ
り
合
い
の
で
き
る
人

＊
未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間
　

1
月
14
日（
火
）～

２
月
28
日（
金
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
代
　
１
０
０
円

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先
　
こ
ど
も

未
来
課（
内
線
１
２
５
３
）

プ
ラ
ザ（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

５
８
１
８
）

森
将
軍
塚
古
墳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ドガ

イ
ド
は
森
将
軍
塚
古
墳
の
見
学

者
に
、
古
墳
の
説
明
や
周
辺
施
設
の

案
内
を
し
ま
す
。
難
し
い
説
明
で
は

な
く
、
見
学
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

５
回
の
講
習
会
を
受
講
後
、
ガ
イ

ド
を
行
な
い
ま
す
。

■
講
習
会
日
程
　
１
月
26
日（
日
）、

２
月
９
日（
日
）、
23
日（
日
・
祝
）、

３
月
８
日（
日
）、22
日（
日
）

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
■
会
場
　
森
将
軍
塚
古
墳
館

■
申
込
方
法
　
１
月
24
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先
　
森
将
軍

塚
古
墳
館（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

３
４
０
０
）

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座
受
講
生

■
コ
ー
ス
・
日
程
　

①
パ
ソ
コ
ン
入
門
・
1
月
21
日

（
火
）、24
日（
金
）

②
ワ
ー
ド
入
門
・
1
月
17
日（
金
）、

21
日（
火
）、24
日（
金
）

③
エ
ク
セ
ル
入
門
・
1
月
28
日

（
火
）、30
日（
木
）、31
日（
金
）

④
エ
ク
セ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
1
月
11
日

（
土
）、18
日（
土
）

⑤
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
1
月
19
日

（
日
）、26
日（
日
）

⑥
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
1
月
9
日

（
木
）・
16
日（
木
）・
23
日（
木
）

■
時
間
　
①
午
前
9
時
30
分
～
午
後

0
時
30
分
、
②
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分
、
③
午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分
、
④
⑤
⑥
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時
30
分

■
会
場
　
長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー（
長
野
市
）　

■
定
員
　
各
10
人

■
受
講
料
　
①
②
③
４
０
０
０
円
、

④
1
万
１
０
０
０
円
、
⑤
1
万

円
、⑥
1
万
４
０
０
０
円

■
申
込
方
法
　
受
講
料
を
持
参
の
う

え
、受
講
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。1
月
8

日（
水
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
２
１

－

0
5
0
5
）
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白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

①
も
ち
つ
き
の
お
ふ
る
ま
い

■
日
時
　

1
月
1
日（
水
・
祝
）午

後
2
時
～
な
く
な
り
次
第
終
了

②
甘
酒
の
お
ふ
る
ま
い

■
日
時
　

1
月
2
日（
木
）午
前
10

時
30
分
～
な
く
な
り
次
第
終
了

③
千
曲
さ
ざ
な
み
太
鼓
と
太
鼓
で
ふ

れ
あ
い

■
日
時
　

1
月
3
日（
金
）午
後
4

時
～

＊
子
ど
も
に
は
、
お
も
ち
ゃ
や
お
菓

子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

湯
の
さ
と 

ち
く
ま 

白
鳥
園（
℡

０
２
６

－

２
７
５

－

０
４
０
０
）

新
春
！ 

健
プ
ラ
寄
席

■
日
時
　

1
月
4
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場
　
千
曲
市
健
康
プ
ラ
ザ

■
内
容
　
噺は

な
し
か家 

信
濃
家
あ
い
橋
さ

ん
に
よ
る
独
演
会

＊
振
る
舞
い
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
市
健
康

手
形
あ
そ
び
教
室

■
日
時
　

1
月
16
日（
木
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

■
会
場
　
更
埴
西
図
書
館

■
対
象
者
　

0
歳
か
ら
3
歳
児
ま
で

の
幼
児

■
内
容
　
環
境
に
や
さ
し
く
簡
単
に

消
せ
る
マ
ー
カ
ー
で
、
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
手
形
で
遊
び
ま

す
。

■
講
師
　
岡
村
和
枝
さ
ん（
キ
ッ
ト

パ
ス
ア
ー
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
定
員
　

6
組（
先
着
順
）

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

■
申
込
方
法
　

1
月
4
日（
土
）か
ら

15
日（
水
）ま
で
に
電
話
か
、
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
更
埴
西

図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

８
０
６
０
）

第
１
回
笑
顔
の
種
ま
き
マ
ル
シ
ェ

■
日
時
　
２
月
1
日（
土
）午
前
11

時
～
午
後
３
時

■
会
場
　
児
童
養
護
施
設「
恵
愛
」

地
域
交
流
ホ
ー
ル「
陽
だ
ま
り
」

■
内
容
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
飲

食
、
物
品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
、
バ

ザ
ー
な
ど

＊
入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
す
る
場
合

は
、参
加
費
が
か
か
り
ま
す
。

■
主
催

・
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
・

長
野
笑
顔
の
種
ま
き
隊 

西
條（
℡

０
８
０

－

2
5
5
4

－

9
5
5
3
）

プ
ラ
ザ（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

５
８
１
８
）

初
日
の
出
イ
ベ
ン
ト

■
期
日
　
１
月
１
日（
水
・
祝
）

城
山
史
跡
公
園
「
荒
砥
城
跡
」

■
時
間
　
午
前
6
時
30
分
～
８
時

■
会
場
　
城
山
史
跡
公
園「
荒
砥
城
跡
」

■
問
い
合
わ
せ
先
　
観
光
交
流
課

（
内
線
３
２
９
３
）

第
13
回
大
雲
寺
自
然
探
勝
園

■
時
間
　
午
前
7
時
～

■
集
合
場
所
　
大
雲
寺
自
然
探
勝
園

の
遊
歩
道
沿
い
の
霊れ

い
じ
ょ
う
ざ
ん

諍
山
境
内

＊
集
合
場
所
が
わ
か
ら
な
い
人
は
午

前
6
時
30
分
に
佐
野
川
温
泉
竹
林

の
湯
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
千
曲
市
川
西
地

区
振
興
連
絡
協
議
会 

高
橋（
℡

０
８
０

－6
9
3
2

－6
2
5
1
）

第
16
回
稲
荷
山
公
園
で

■
時
間
　
午
前
7
時
～

■
会
場
　
稲
荷
山
公
園
展
望
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先
　
稲
荷
山
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議 

山
口（
℡
０
２
６

－

2
7
3

－

1
6
8
4
）

第
28
回
森
将
軍
塚
で

■
時
間
　
午
前
7
時
20
分
～

■
会
場
　
森
将
軍
塚
古
墳

初
日
の
出
イ
ベ
ン
ト

初
日
の
出
を
み
ん
な
で
迎
え
る
つ
ど
い

初
日
の
出
を
迎
え
る
会

■
問
い
合
わ
せ
先
　
森
将
軍
塚
で
初

日
の
出
を
拝
む
つ
ど
い
実
行
委
員

会 

塚
田（
℡
０
９
０

－

2
1
5
1

－

8
8
0
4
）

初
日
の
出
を
拝
む
つ
ど
い
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定例の掲示板

 ℡ 026-273-1111（代表）

〈広告欄〉

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ

い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し
ま
す
。
一

組
30
分
以
内
で
す
。

開
催
日
の
３
日
前（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
先
着
順
）。

■
日
時
　
1
月
21
日（
火
）午
前
9

時
～
11
時

■
会
場
　
市
役
所
4
階
市
長
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秘
書
広

報
課（
内
線
４
２
０
１
）

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案

（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
市
役
所
、
公
民
館
、
し
な

の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、
市
の
公
共
施

設
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
秘
書
広
報
課

（
内
線
４
２
０
１
）

　
月
の
休
日
開
庁
日

■
日
時
　
1
月
19
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
会
場
　
市
役
所
1
階
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課

の
窓
口
業
務
を
行
な
い
ま
す
。
詳

細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

＊
住
民
異
動
届（
住
所
の
異
動
）は
、

　
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12月29日～1月3日）を除いた日のことです。
＊職業、若者子育て世代の就労、家庭児童、教育、心配ごと、女性、借金問題・消費生活、障がい者（児）相談は、
　「暮らしのカレンダー」をご覧ください。

各種相談（相談無料）

1

相談内容 期　日 時　間 会　場 問い合わせ先

市民に寄り添う
人権相談 1月17日（金） 午後1時～4時 屋代公民館 人権・男女共同参画課

（内線4123）

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴地域包括支援センター
（市役所1階） 高齢福祉課（内線1181）

戸倉上山田地域包括支援センター 戸倉上山田地域包括支援センター
℡026-214-7780

健康相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分 市役所2階保健センター 健康推進課（内線2131）

法律相談 1月28日（火） 午後1時～3時 市役所3階 総務課（内線4153・要予約）2月12日（水）

行政相談 1月11日（土） 午後1時～3時 稲荷山太陽の園 総務課（内線4153）1月14日（火） 市役所1階

年金相談

毎週
火・水・金曜日

（1月1日、3日は除く）
午前9時～
午後5時

市役所1階年金相談コーナー
市民課（内線1216）

1月20日（月） 午前9時～
午後4時

1月9日（木） 午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所
℡026-227-1286（要予約）23日（木）
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〈広告欄〉

月／日 内科 ・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

1／1
（水・祝）

中沢医院（小島）026-272-0131
長野寿光会上山田病院（上山田温泉）
026-275-1581
村上堂大井クリニック（坂城町）
0268-81-3131

青木歯科医院（八幡）
026-272-1335

上野屋薬局（稲荷山）026-272-1053
西沢薬局（上山田温泉）026-276-0501
村上日野屋薬局（坂城町）
0268-81-2020

1／２
（木）

いなりやまクリニック（稲荷山）
026-214-3501
中島産婦人科小児科（上山田温泉）
026-275-0111
やまざき医院（上徳間）026-276-2700

宮島歯科医院（粟佐）
026-273-3064

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
戸倉いせや薬局（上徳間）
026-261-0070
やまざき薬局（上山田）026-261-0071

1／３
（金）

坂口整形外科（屋代）026-273-8680
みやばやし小児科アレルギー科

（上徳間）026-261-5221
松尾医院（坂城町）0268-82-2013

前山歯科医院（上徳間）
026-276-0282

お日さま薬局（小島）026-272-0229
上徳間薬局（内川）026-276-7790
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324

1／５
（日）

島田クリニック（小島）026-273-8788
安里医院（内川）026-275-7800
武市医院（坂城町）0268-82-2606

たけい歯科クリニック
（鋳物師屋）
026-272-8000

小岩薬局（桜堂）026-272-0210
内川土屋薬局（内川）026-261-5711
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

1／12
（日）

菅谷東クリニック（粟佐）
026-272-0493
二階堂医院（磯部）026-275-5582
さかき生協診療所（坂城町）
0268-82-0101

前山歯科医院（上徳間）
026-276-0282

粟佐ひとみ薬局（粟佐）026-273-6730
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

1／13
（月・祝）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
鴇沢眼科（屋代）026-272-0031

竹内歯科医院（稲荷山）
026-274-7050

やしろ薬局（屋代）026-272-8461
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324

1／19
（日）

飯島医院（中）026-272-0269
岡田外科医院（稲荷山）026-272-2828
森本眼科クリニック（内川）
026-285-0020

榑沼歯科医院（内川）
026-261-5005

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
タカチ薬局（内川）026-275-1624

1／26
（日）

島谷医院（杭瀬下）026-273-1201
市川内科医院（上山田温泉）
026-275-5515
かいぬま耳鼻咽喉科医院（内川）
026-275-3341

大村歯科医院（戸倉）
026-275-0066

信州調剤薬局（杭瀬下）026-214-6868
ウエルシア薬局千曲内川店（内川）
026-261-5280
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

２／２
（日）

兒玉医院（寂蒔）026-272-4300
中沢内科医院（稲荷山）026-272-1013
とぐらクリニック（戸倉）
026-275-0405

こみやま歯科医院（力石）
0268-81-7011

いせや薬局（稲荷山）026-273-4489
上戸倉ノリ薬局（戸倉）026-275-7787

＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。
　当番医・当番薬局は変更になる場合があります。
　当番医の場合は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に確認してください。

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）
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市立図書館 ＆

千曲警察署から

★更埴図書館（℡026-273-2989）
■開館時間　午前８時３０分～午後５時１５分（1月14日まで）
 　　　　　　　　午前９時３０分～午後６時（1月15日から）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時３０分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時３０分～午後５時１５分

〇
更
埴
図
書
館
　

　
1
月
18
日（
土
）、
25
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館　

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

　
1
月
25
日（
土
）午
前
10
時
30

分
～（
ロ
ビ
ー
お
は
な
し
会
）

○
更
埴
西
図
書
館　

　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

【
お
は
な
し
会
】

○
小
説 

『
最
果
て
の
決
闘
者
』逢
坂
剛

『
人
間
』又
吉
直
樹

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
胃
を
切
っ
た
人
の
た
め
の
毎
日

お
い
し
い
レ
シ
ピ
２
５
０
』

木
下
敬
弘

『
で
き
る
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
パ

ソ
コ
ン
音
楽
制
作
超
入
門
』

侘
美
秀
俊

○
児
童
向
け

『
や
ぎ
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
』

ド
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン

『
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
い
き
み
へ
』

元
永
知
宏

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

○
小
説

『
ゆ
ゆ
の
つ
づ
き
』高
楼
方
子

『
怪
談
飯
屋
古
狸
』輪
渡
颯
介

『
小
箱
』小
川
洋
子

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の

衣
裳
部
屋
』内
村
理
奈

『
折
り
紙
の
バ
ラ
と
く
す
だ
ま
』

中
一
隆

○
児
童
向
け

『
し
あ
わ
せ
な
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
』

藤
野
恵
美

『
お
し
ょ
う
が
つ
バ
ス
』

藤
本
と
も
ひ
こ

上
山
田
公
民
館
図
書
室

○
小
説

『
旧
友
再
会
』重
松
清

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
の
法
則
』

田
口
護

○
児
童
向
け

『
エ
メ
ラ
ル
ド
の
さ
が
し
も
の
』

そ
の
だ
え
り

 

監修／安野モヨコ
出版社／

パイ インターナショナル
安野モヨコの人気漫画の
キャラクターたちが鎌倉
を案内します。四季の植物
や花が見られる寺社、素敵
なお店、おすすめの場所な
どを紹介。

「鎌倉オチビサンポ」

おすすめの一冊
市立図書館

日 月 火 水 木 金 土

1＊ 2＊ 3＊ 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30＊ 31＊

1月の図書館カレンダー

更埴西・戸倉図書館　休館日
上山田公民館図書室　休館日

＊月末図書整理休館日：1月30日（戸倉）、
　1月31日（更埴・更埴西）

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

１
月
10
日（
金
）は「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。「
１
１
０
番
」通
報
は
、事
件
・
事

故
の
緊
急
電
話
で
す
。通
報
の
際
は「
慌

て
ず
」「
落
ち
着
い
て
」警
察
官
の
質
問

に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
「
１
１
０
番
」
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

〇「
何
が
」「
い
つ
」「
ど
こ
で
」あ
っ

た
の
か

〇
犯
人
の
特
徴
は

〇
今
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

〇
あ
な
た
の
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号

■
緊
急
で
な
い
通
報
の
場
合

　

警
察
に
対
す
る
相
談
は
、
警
察
安
全

相
談
電
話「
＃
９
１
１
０
」に
お
願

い
し
ま
す
。
落
と
し
物
、
拾
い
物
や

運
転
免
許
関
係
の
問
い
合
わ
せ
は
、

千
曲
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 26件 （－7）
自転車盗 30件 （＋3）
車上狙い 12件 （－3）
その他 32件 （－3）

交
通
事
故

件数 186件 （－5）
死者 4人 （＋4）
傷者 218人（－24）

市内事件 ・事故累計

（令和元年11月末現在の暫定値）
２
０
２
０
年
１
１
０
番
標
語

「１
１
０
番
　
慌
て
ず
　
正
し
く
　
冷
静
に
」

＊年末年始休館日（全館）：12月29日～1月3日

 人気の本ベスト３【料理】

１位『そば粉100％のおいしいパンとレシピ』小池 ともこ

高木 ハツ江２位『ハツ江おばあちゃんの定番おかず』 

３位『丸ごと野菜の使い切り作りおきレシピ220』
上島 亜紀

更埴図書館は1月15日（水）に再開します。

更埴図書館の休館日は、1日～5日、11日、12日、13日

6日（月）から10日（金）と14日（火）は、返却図書と予約本の受け取りのみ、行ないます。

20日、27日

新
刊
図
書
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わ
た
し
の

　
子
育
て

第
105
話

小山 千奈津 さん（戸倉）

私
は
、
産
婦
人
科
ナ
ー
ス
で
し

た
。
当
時
勤
め
て
い
た
病
院
で
新
生

児
を
み
て
い
る
う
ち
に
、
私
も
早
く

子
ど
も
が
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ざ
自
分
が

母
親
と
い
う
立
場
に
な
れ
た
と
き
、

世
の
中
の
お
母
さ
ん
の
偉
大
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
妊
娠

中
の
大
変
さ
。
そ
し
て
、
無
事
に
生

ま
れ
て
か
ら
も
不
安
や
悩
み
が
尽
き

ず
、
意
味
も
な
く
子
ど
も
と
泣
い
て

い
た
日
々
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
心
の
支
え
に
な
っ

て
く
れ
て
い
た
の
が
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
先
生
方
や
、
そ
こ
で
出
会

っ
た
マ
マ
さ
ん
達
で
す
。
一
番
大
変

だ
っ
た
時
期
が
二
人
目
の
産
後
で
し

た
。
イ
ヤ
イ
ヤ
期
真
っ
最
中
の
怪
獣

の
よ
う
な
長
男
と
、
抱
っ
こ
し
て
い

な
い
と
ず
っ
と
泣
い
て
い
る
長
女
の

育
児
中
は
、
も
う
家
に
い
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ほ
ぼ
毎
日
セ
ン
タ
ー
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
行
く

と
、
な
ぜ
か
心
が
落
ち
つ
き
、
母
子

と
も
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し

か
な
い
で
す
。

今
で
は
、
三
人
の
母
親
で
す
。
怪

獣
だ
っ
た
長
男
も
4
月
か
ら
は
小
学

生
。
次
女
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
優

し
い
兄
に
成
長
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
大
変
な
三
人
で
す
が
、
子
ど
も
達

の
笑
顔
が
何
よ
り
の
幸
せ
で
す
。
こ

の
笑
顔
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
け
る
よ

う
、
夫
と
協
力
し
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
子
育
て
し
や
す
い
千
曲

市
に
少
し
で
も
協
力
で
き
る
よ
う
、

何
ら
か
の
形
で
産
後
事
業
に
関
わ
る

仕
事
に
就
き
、
今
度
は
私
が
誰
か
の

役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ や ま

ブレアー

第
　
回
86

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ

1
月
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〇
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
午
後
2
時 

試
合
開
始

■
問
い
合
わ
せ
先
　
株
式
会
社
信
州

ス
ポ
ー
ツ
ス
ピ
リ
ッ
ト（
℡
０
２
６

－

２
１
４

－７
０
２
２
、
平
日
午
前

9
時
～
午
後
5
時
30
分
）

２
０
１
９ 

20
シ
ー
ズ
ン

　
勝
負
の
後
半
戦
へ

い こ い の 広 場

〇
1
月
14
日（
火
）

　
午
後
7
時 

試
合
開
始

■
対
戦
相
手
　

　
香
川
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ

■
会
場
　
こ
と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
千
曲

■
チ
ケ
ッ
ト
購
入

　

　
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア

ー
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

チ
ケ

ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ち な つ

Ｂ２中地区

１位

１９勝５敗
（2019年12月15日現在）

-

＊
1
月
13
日
と
14
日
の
試
合
は
、
台

風
19
号
に
よ
る
代
替
え
試
合
と
な

り
ま
す
。

〇
1
月
25
日（
土
）

　
午
後
7
時 

試
合
開
始

〇
1
月
26
日（
日
）

　
午
後
2
時 

試
合
開
始

■
対
戦
相
手
　

　
東
京
エ
ク
セ
レ
ン
ス
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ちくまトピックス
まちの話題をお届け　フォトニュース

旧戸倉町をデザインしたマンホールカードを配布

市は、旧戸倉町の町花であるつつじやまつよい草、
菊をデザインしたマンホールのふたを紹介する「マ
ンホールカード」を戸倉創造館で配布しました。カー
ドは、旧上山田町、旧更埴市に続く第 3 弾で、市公共
下水道 3 地区すべてがマンホールカードになりまし
た。これを記念し、３地区のマンホールカードを飾る
ことができるカードホルダーも同館で先着 500 人に
配布しました。カードホルダーは、A4 サイズで、市
内在住で画家の越ちひろさんがデザインしました。

12

科野の里ふれあい公園 イルミネーション点灯式

科野の里ふれあい公園でイルミネーション点灯式
が行なわれました。カウントダウン後、約２万個の
LED( 発光ダイオード）で作ったイルミネーション
が一斉に点灯しました。ハートと天使の羽をモチー
フにした撮影スポットや信州ブレイブウォリアーズ
のロゴのイルミネーションが会場を彩り、家族連れ
や地域の人などが楽しんでいました。点灯期間は 1
月 25 日までで、点灯時間は午後 5 時から 10 時ま
でです。

12
1

埴生小学校で県産木材を使った木工体験教室

市は、木材の利用が森林整備につながることを知
ってもらおうと、今年度みどりの少年団を結成した
埴生小学校で、木工体験教室を開きました。小学 4
年生の児童とその保護者約 110 人は、県産材のス
ギを使って、ミニ椅子作りに挑戦しました。市職員
が講師を務め、児童たちに木材の組み合わせ方やく
ぎの打ち方をアドバイス。最後に、市キャラクター

「あん姫」の焼き印を押して、１人１脚ずつ椅子を作
り上げました。

14

越ちひろ×市循環バス　ラッピングバスお披露目会

市在住で画家の越ちひろさんが市に寄贈した作
品「"TIME cross the seasons/spring-summer-
autumn-winter"」をラッピングした市循環バスのお
披露目会が、ふれあい情報館で行なわれました。ラッ
ピングバスは、市を南北に移動する循環バス「大循環
線」の更新に合わせて企画され、12 月 16 日から運行し
ています。床が低く乗降口に階段のないノンステップ
バスで、車椅子やベビーカーにも対応しています。こ
の日、岡田市長から越さんに感謝状が贈られました。

12
1

市内の情報を
Facebook で発信中

11
29

　27  　市報千曲　令和２年１月

ちくまっこ通信

ことぶきアリーナ千曲 内　容

1月9日 （木） うたってあそぼう＆あけましておめでとう会
1月16日（木） うたってあそぼう＆笑いヨガ

1月23日（木） うたってあそぼう＆お話ネットワーク
による絵本の読み聞かせ

1月30日（木） うたってあそぼう＆工作（事前予約）＆豆まき

お誕生日おめでとう会
■開催日 ・会場　
1月24日（金）・ことぶきアリーナ千曲柔道場
1月30日（木）・上山田子育て支援センター
■時　間　午前11時～正午 

（10分前にお越しください） 

上山田子育て支援センター（11月お誕生日おめでとう会）

■持ち物　麦茶、お手ふき
■参加費  150円

ベビーママサロン
お母さん同士が交流をします。子育ての
楽しみ、悩みなどを話して、お友だちを
作りませんか。

栄養相談
子どもの成長発達や食事について、個別
に栄養士と相談できます。お気軽にお出
かけください。
■期日 ・会場

■時間

親子ふれあいミニミニ講座
午前 11 時～ 11 時 30 分■時間

【更埴子育て支援センター】

開館時間　午前８時30分～午後５時
休館日　   土・日曜日、祝日、12月29日～1月5日、14日、31日
住　所　　千曲市杭瀬下三丁目18番地

℡026-273-6180【上山田子育て支援センター】

開館時間　午前８時30分～午後５時
休館日　   毎週日曜日、12月30日～1月3日
住　所　　千曲市大字上山田825番地2

℡026-275-6017

子育て支援センターからのお知らせ

上山田 内　容

 1月8日 （水） うたってあそぼう＆新春お楽しみ会

 1月15日（水） うたってあそぼう＆お話ネットワーク
による絵本の読み聞かせ

 1月22日（水） うたってあそぼう＆
上山田保育園との交流

 1月29日（水） うたってあそぼう＆豆まき

応募は秘書広報課
（内線 4202、hisho-koho@city.chikuma.lg.jp）

1月9 日（木）・上山田子育て支援センター
1月17 日（金）・ことぶきアリーナ千曲柔道場

午前 10 時～午後 3 時

■期日 ・会場

■時間

1月 20 日（月）・ことぶきアリーナ千曲柔道場

午前 10 時～ 11 時

対象者は 、1月に誕生日を迎えるお子さん

＊事前に各子育て支援セ
ンターに申し込んでく
ださい。

1月10 日（金）・上山田子育て支援センター

ことぶきアリーナ千曲柔道場（11月お誕生日おめでとう会）

台風 19 号の影響で更埴子育て支援センターは、会場をことぶきアリーナ千曲柔道場に移して、出張子育て支援セン
ターを開催しています。開催日時は、月曜日から金曜日の午前 10 時から午後 3 時まで。なお、ファミリーサポート
センターの受付・相談は、更埴子育て支援センターで行なっています。問い合わせは、更埴子育て支援センターへ。

丸山  紘
ひ ろ き

生 くん （ 3歳
屋代・写真右

二人ともたくさん笑って、元気に過ごしてね！

　　  倫
り ん か

果 ちゃん （ 0歳9か月
屋代・写真左

）
）

ことぶきアリーナ千曲では、ベビーマッサージも行ないます。
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取
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千
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大
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印
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た
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円

人の動き

 世帯数 22,138（－19）

 人　口　59,125人（－44）

 　男　　 28,656人（－18）

 　女　　 30,469人（－26）

平成27年国勢調査からの推計人口
（令和元年１2月１日現在） 令和元年

11月中の動き

転入 125人

転出 122人

出生 21人

死亡 68人

● 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
　  「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

し
な
の
鉄
道
屋
代
駅
で
の
思
い
出
や
今
後
の
将
来
像
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
を
募
っ
た「
み
ん
な
の
屋
代
駅『
絆き

ず
な

』コ
ン
テ
ス
ト
」。県
内

外
か
ら
20
通
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
12
月
6
日
に
は
表
彰
式
が
開

か
れ
た
。み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
、 

屋
代
駅
を
訪
れ
た
く
な
る

駅
に
す
る
た
め
に
コ
ン
テ
ス
ト
を
企
画
し
た
の
が
、
株
式
会
社
ふ

ろ
し
き
や
の
田
村
英
彦
さ
ん
だ
。

そ
の
ほ
か
に
も
田
村
さ
ん
は
、
地
場
産
フ
ル
ー
ツ
を
美お

い味
し
く

食
べ
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
で
作
っ
た
フ
ル
ー
ツ
た
っ
ぷ
り
ド
イ

ツ
パ
ン
の
販
売
や
、市
と
協
働
し
た「
千
曲
市
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体

験
会
」の
企
画
運
営
な
ど
、千
曲
市
で
の
活
動
を
増
や
し
て
い
る
。

田
村
さ
ん
は
京
都
市
出
身
で
、
ベ
ー
カ
リ
ー
を
営
む
家
で
生
ま

れ
る
。社
会
人
と
し
て
一
貫
し
て「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」と
い
う
珍
し
い
職
種
で
過
ご
し
て
い
る
。都
内
を
中
心
に
企
業

の
働
き
方
と
働
く
空
間
を
変
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
が
、

よ
り
人
の
生
活
や
社
会
的
活
動
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
た
い
と
の

想
い
か
ら
、33
歳
の
と
き
に
株
式
会
社
ふ
ろ
し
き
や
を
起
業
し
た
。 

ふ
ろ
し
き
や
で
は
、
地
域
や
企
業
な
ど
が
抱
え
る
問
題
を
解

決
し
、
よ
り
活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う
企
画
か
ら
運
営
ま
で
行
な

う
。仕
事
を
す
る
う
え
で
、
田
村
さ
ん
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
必
ず
そ
の
地
域
に
足
を
運
び
、 

自
分
の
目
で
見
て
人
と
触
れ

る
こ
と
。そ
の
た
め
、
幼
稚
園
の
送
迎
バ
ス
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
移
動
式
の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
い
る
。「
こ
の
1
台
で
ど
こ
で
も

仕
事
が
で
き
る
」と
田
村
さ
ん
は
笑
う
。

田
村
さ
ん
は
起
業
し
て
1
年
後
の
平
成
30
年
に
、
千
曲
市
に
移

住
し
た
。妻
と
二
人
の
子
ど
も
と
の
生
活
を
重
視
し
、
妻
の
実
家

の
近
郊
で
移
住
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
然
豊
か
で
温
泉
が

あ
り
都
内
へ
の
利
便
性
も
あ
る
千
曲
市
に
惹ひ

か
れ
た
。田
村
さ
ん

は
市
の
魅
力
を「
の
び
の
び
と
子
育
て
が
で
き
、
人
も
優
し
く
温

か
い
」と
笑
顔
で
話
す
。 

移
住
を
し
て
み
て「
産
業
面
で
も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い

る
」と
話
す
田
村
さ
ん
。千
曲
市
を
拠
点
と
し
て
、
特
に
若
い
層
に

響
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
目
標
。こ

れ
ま
で
培
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
で
、市
の
魅
力
を
一
層
高
め
る
。

チクマ
ビト
ＮＯ．46

株式会社ふろしきや　田
た む ら

村 英
ひでひこ

彦さん（寂蒔・37歳）

●千曲市メール配信サービス

千曲市から災害情報、防犯
情報などを電子メールで
お届けします。 ▲利用登録はこちら

●マチイロ（無料アプリ）で市報を読もう

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。

「この場所をみんなで面
お も し ろ

白くしていきたい」

▲利用登録はこちら

移
動
式
事
業
拠
点
で
あ
る「
ふ
ろ
し
き
や
バ
ス
オ
フ
ィ
ス
」と
田
村
さ
ん

▼

みんなの屋代駅「絆」コンテスト表彰式

荒砥城跡でのワーケーション体験会風景


